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４
月
４
月
3030
日日  

新
庁
舎

新
庁
舎  

一
部
開
庁

一
部
開
庁

問
合
せ
先　

企
画
課
庁
舎
建
設
係　

☎
㉒
２
２
１
２

問
合
せ
先　

企
画
課
庁
舎
建
設
係　

☎
㉒
２
２
１
２

　

約
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
稲
生
沢
中
学
校

校
舎
が
約
８
か
月
の
改
修
工
事
を
経
て
新
庁
舎
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
１
階
に
は
会
議
室
、
多
目

的
室
、
調
理
実
習
室
を
配
置
し
、
２
階
以
上
に
は
市
議
会
、
市
長
室
、
企
画
課
な
ど
９
課
を
配
置
し
ま

す
。
な
お
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
成
は
５
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
バ
ス
停
は
、
「
河
内
温
泉
」
で
伊
豆
急
下
田
駅
か
ら
の
乗
車
時
間
は
約
10
分
と
な
り
ま
す
。

ま
た
電
車
の
場
合
、
下
田
駅
か
ら
約
５
分
で
蓮
台
寺
駅
に
到
着
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
５
分
と
な
り
ま
す
。

利
用
者
駐
車
場
は
、
左
図
の
よ
う
に
敷
地
内
に
設
け
て
い
ま
す
。

位置図

行先
河内方面
（松崎）

下田駅方面

時 下田駅 発 河内温泉 発

８ 00  45 47

９ 50 40

10 25 35

11 00 20

12 05 25

13 05 20

14 05  35 05　40

15 05 30

16 00  15  45  50 24

17 20 00  50

行先 伊東方面 下田方面

時 下田駅 発 蓮台寺駅 発

８ 23 47

９ 03  40 16  53

10 16 31

11 01  40 06  54

12 13 27

13 09  50 15

14 42 03

15 36 19

16 26 13  51

17 19 33

東海バス（片道運賃 260 円） 伊豆急行（片道運賃 170 円）

※割引乗車券 (13 枚回数券）1,700 円
タクシー

　伊豆急下田駅から乗車した場合、約７分で到着、料金は 1,500 円程度

委員会室

各課配置図
議会フロア

執務フロア

執務フロア

会議室フロア

委員会室

議場兼

災害対策本部室
傍聴席

応接室

建設課

議会事務局

正副議長室

議会図書室

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

EV

EV

EV

EV

総務課

（人事係）

財務課

会議室

防災

安全課

企画課

応接室

市長室

副市長室

多目的室

１-Ｃ会議室

記者クラブ

１-Ｂ会議室

１-Ａ会議室

こども健康教室

調理実習室

授乳室

ＷＣ

監査委員事務局

議会事務局　☎㉒２２２０

監査委員事務局

　　　　　　☎㉒３９１６

４階

３階

２階

１階

総　務　課　☎㉒３９１１

財　務　課　☎㉒３９１２

建　設　課　☎㉒２２１９

観光交流課

産業振興課
企　画　課　☎㉒２２１２

防災安全課　☎㊱４１４５

観光交流課　☎㉒３９１３

産業振興課　☎㉒３９１４

出入口

詳しい各課のご案内は

下記ＱＲコードから

河内
温泉

バス停

河内
温泉

バス停

駐輪場

車寄せ

利用者用駐車場

出入口

公共交通機関　時刻表

旧体育館



広報しもだ 2024. ４月号 - 4 -- 5 - 広報しもだ 2024. ４月号

市
政
の
方
針

　

幕
末
、
我
が
国
に
来
航
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊

を
見
て
衝
撃
を
受
け
、
西
洋
列
強
の
文
明
や
文

化
を
学
ぶ
た
め
に
密
航
を
企
て
た
の
が
、
か
の

吉
田
松
陰
で
す
。
い
つ
の
時
代
も
未
来
を
切
り

拓
く
の
は
「
志
」
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
１
７
０
年
前
、
気
高
い
理
念
や
志

に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
出
来
事
か
ら
私
た
ち

は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

様
々
な
技
術
の
発
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
出
現
な
ど
に
よ
り
、
環
境
が

大
き
く
変
化
し
た
今
の
社
会
は
、
将
来
の
予

測
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
社
会
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流
を
捉
え
る
と

と
も
に
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
、

こ
の
時
代
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
を
目
の
当
た
り
に
し
、
同

じ
よ
う
な
特
性
を
抱
え
る
本
市
で
ど
ん
な
防

災
対
策
を
進
め
る
か
。
基
幹
産
業
が
観
光
で

あ
る
本
市
の
課
題
は
何
か
。
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
考
え
行
動
し
て
い
く
と
と

も
に
、
多
様
な
主
体
と
つ
な
が
る
こ
と
が
、

新
し
い
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
人
と
人
、

行
政
と
企
業
、
下
田
市
と
外
国
、
防
災
と
観

光
と
少
子
高
齢
化
等
々
。
異
な
る
も
の
が
つ

な
が
り
、
掛
け
算
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値

を
創
造
し
て
き
た
港
町
下
田
で
こ
そ
可
能
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
高
い
志
を
も
っ
て
、
様
々

な
主
体
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
本
市
の
新
し

い
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
方
針

　

本
市
の
令
和
４
年
度
決
算
は
、単
年
度
収
支
・

実
質
単
年
度
収
支
と
も
３
年
連
続
の
黒
字
と
な

る
一
方
で
、
一
般
会
計
に
お
け
る
地
方
債
残
高

は
１
１
０
億
円
を
超
え
、
財
政
指
標
に
お
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
財
政
力

指
数
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
と
も
に
悪
化
し
、
一
般
会
計

が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額
を
示
す

将
来
負
担
比
率
に
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
高
水
準
に
位
置
す
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
、
広
域
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
推
進
等
の

大
型
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
地
方
債
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
今
後
も
続
く

こ
と
に
加
え
、
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税

の
減
収
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
及
び
更
新
に

と
も
な
う
経
費
の
増
加
等
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
財
政
運
営

を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
に
と
も
な
い
、
国
か
ら
の
特
例
的

な
財
政
支
援
も
終
了
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
令
和
６
年
度
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
目
指
す
市

政
の
実
現
の
た
め
、
全
職
員
が
徹
底
し
た
議

論
を
尽
く
し
、
市
の
将
来
を
見
据
え
た
予
算

と
す
る
よ
う
指
示
し
た
上
で
、
市
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
つ
な
が
る
」「
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
加
え
て
「
攻
め
の

防
災
」「
新
し
い
観
光
」を
テ
ー
マ
に
指
定
し
、

予
算
編
成
に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

施 政 方 針施 政 方 針
令 和令 和 ６６ 年 度年 度

未
来
を
切
り
開
く 

　

～
開
港
１
７
０
年
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
～

市政運営の市政運営の４４つの重点施策つの重点施策

　南海トラフ巨大地震はもとより、大雨に伴う洪水被害等、自然災害のリスクは住民の高齢化も進み、ますます高まって

きています。事前の防災的取組だけでなく、もしものときの事後の復旧活動、さらには復興まちづくりの青写真を市民の皆

さまと勉強を重ねてあらかじめ考えておくことで、危機への対応力を高め、「自助・

共助・公助」が一体となった災害等に強いまちづくりを進めてまいります。

　過疎、高齢化、脆弱な交通網など伊豆半島と類似した環境にある能登半島

地震から得た教訓として、被災状況の把握方法や水源の確保、木造住宅の耐

震化、さらにはインフラの維持管理の強化など、多角的に備えを進めること

で市民の安心安全を強力に推進してまいります。

　また、伊豆縦貫自動車道や港湾開発など防災インフラの整備も進めてまいります。

　教育振興事業とグローカル推進事業の二つの事業を柱とし、世界に誇れる魅力的で持続可能な未来の下田の創出と

地域への誇りと愛着を持ち、国際社会で活躍できる人材を育成してまいります。

　国際性と地域性という本市が持つ二つの特性を生かし、子どもたちが環境や

国際、文化、歴史といったグローカル学習ができる機会を数多くつくっていく

とともに、その拠点施設を庁舎跡地に設置することを検討してまいります。下

田開港の歴史を振り返り、新しい未来を拓いていくことを目的に１年にわたり

様々な事業を実施する開港 170周年記念事業や本市の魅力であるサーフィンを

生かしたまちづくりを進めていくためのサーフタウン構想の策定など、多様な

主体の参画による持続可能なまちづくりを推進してまいります。

　第５次総合計画のまちの将来像を「時代の流れを力に つながる下田 新しい

未来」とし、数多くのチャレンジをしてまいりました。

　社会経済活動が活性化した中、姉妹都市や友好都市との交流の活発化、街の

商店がつながる仕組づくり、個人だけでなく大学や企業など幅広い分野から本

市を応援してもらえる関係人口の拡大、庁舎や駅・観光スポット・病院等の拠

点間のアクセスの向上など更なるつながりをつくっていくことで、地域の特色

を生かしたまちづくりを進めてまいります。

１． つながる

３． 攻めの防災

２． グローカル CITY プロジェクト

庁舎移転により最後の定例会となった現庁舎議場（東本郷）庁舎移転により最後の定例会となった現庁舎議場（東本郷）

市議会 3月定例会における市議会 3月定例会における
松木市長松木市長

志

　美しい海を始めとする自然環境や多くの文人をひきつけてきた港町の文化を

生かし、環境保全や知的探求心を満たすことができるプログラムを創出するこ

とで、他にはない地域の恵まれた資源に新たな価値や魅力を付与し、本市なら

ではの「新しい観光」を創造してまいります。

　さらに富裕層の誘客に向けた環境整備を進めるなど、観光を磨き上げることで

本市の観光業に従事することに誇りを持てる持続可能な産業にしてまいります。

４． 新しい観光
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令
和
６
年
度

予
算
概
要

　

当
初
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
及

び
全
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
て
、
２

１
６
億
４
３
０
６
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
７
億
４
３
８
４
万
３
千
円
、

３
・
６
％
の
増
と
な
り
、
各
会
計
間

の
重
複
額
を
除
い
た
純
計
額
は
、
２

０
３
億
２
８
８
７
万
２
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
７
億
６
８
６
３
万
円
、

３
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
１
２
７
億
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
８
億
５
０
０
０
万

円
、
７
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
性
質
別
）

に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
が
48
億

３
２
３
８
万
５
千
円
で
歳
入
全
体

の
38
・
０
％
を
占
め
、
前
年
度
に

比
べ
４
億
８
９
４
０
万
９
千
円
の

増
、
依
存
財
源
は
78
億
６
７
６

１
万
５
千
円
で
歳
入
全
体
の
62
・

０
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
３

億
６
０
５
９
万
１
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

一般会計予算127億円の内訳

特別会計及び事業会計当初予算

190万円
660万円
306万円

29億5,700万円
27億1,800万円
4億7,200万円
12億4,070万円
15億0,410万円

3,970万円
89億4,306万円

-58.7%
-17.5%
1.4%
-2.3%
0.3%
13.2%
-3.6%
-4.0%
皆増

-1.2%

増減率予 算 額特 別 会 計
稲 梓 財 産 区
下田駅前広場整備事業
公 共 用 地 取 得
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業

合 計

歳出の性質別構成比率

人件費

扶助費

公債費

補助費等

物件費

維持補修費

普通建設事業費

災害復旧事業費

繰出金

積立金

投資及び出資金

義務的経費
41.2％

性　質 区　分 構成比率

消費的経費
33.7％

投資的経費
13.3％

予備費
0.5％

その他の経費
11.3％

18.1％

15.9％

7.2％

15.8％

17.6％

0.3％

13.3％

0％

8.6％

2.2％

0.5％

0.5％

総務費
30億8,437万円
24.3％

市税
26億8,398万円
21.1％

自主財源

自依
存
財

源

主
財

源

依存財源
48億3,239万円（38.0％）
78億6,761万円（62.0％）

繰入金、諸収入ほか
21億4,841万円
16.9％

市債
15億4,620万円
12.2％

地方交付税
33億3,000万円
26.2％

国庫支出金
15億4,565万円
12.2％

県支出金
6億2,910万円
5.0％

地方消費税交付金ほか
8億1,666万円
6.4％

民生費
38億3,382万円
30.2％

衛生費
10億1,417万円
8.0％

教育費
10億0,690万円
7.9％

土木費
14億4,256万円
11.3％

公債費
9億0,997万円
7.2％

消防費
4億6,869万円
3.7％

予備費ほか
7,001万円
0.5％

議会費
1億2,422万円
1.0％

農林水産業費
2億8,869万円
2.3％

歳 出
127
億円

歳 入
127
億円

商工費
4億5,660万円
3.6％

◎
用
語
解
説

一
般
会
計…

市
の
行
政
運
営
に
係

る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計…

一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
と
区
別
し
て
別
に
処
理
す
る
た

め
の
会
計

自
主
財
源…

市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源

依
存
財
源…

国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
収
入

一般会計当初予算の推移（過去5年間）
130
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105

110

115

120

125

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

（億円）

予備費

令和６年度から集落排水事業が公営企業会計に移行しています。

焼
却
場
管
理
事
務

●
下
田
市
営
じ
ん
芥
処
理
場
の
適
切
な

管
理
及
び
運
営
に
よ
り
、
循
環
型
社
会

の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

２
億
７
５
２
万
９
千
円

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

●
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
対
策
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
捕
獲
に
係
る

事
務
の
効
率
化
及
び
住
民
に
よ
る
鳥
獣

が
出
没
し
に
く
い
地
域
づ
く
り
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
９
１
万
３
千
円

林
業
振
興
事
業

●
森
林
経
営
管
理
権
の
集
積
に
よ
る
人

工
林
の
健
全
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
林
業
の

活
性
化
や
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
８
万
２
千
円

景
観
推
進
事
業

●
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
及
び
下
田

登
録
ま
ち
遺
産
等
の
維
持
・
修
繕
に
対

す
る
助
成
を
行
い
、
良
好
な
景
観
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
６
万
８
千
円

都
市
公
園
維
持
管
理
事
業

●
市
民
の
交
流
の
場
や
憩
い
の
場
と
し

て
安
心･

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
適

切
な
維
持
管
理
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
１
億
４
２
２
９
万
８
千
円

奨
学
振
興
事
業

●
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
体
験
事

業
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
へ
の
中
学
生
派

遣
等
、
視
野
を
広
げ
た
交
流
的
活
動
を

推
進
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

１
１
９
７
万
４
千
円

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
事
務

●
地
域
と
学
校
の
交
流
を
活
発
化
し
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
作
り
に
取
り
組
む
と
共
に
、
学
校

現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
１
８
５
万
円

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

●
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
等
の
誘
致
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
万
７
千
円

都
市
交
流
事
業

●
姉
妹
都
市
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

市
、
沼
田
市
、
萩
市
、
御
用
邸
所
在
地

友
好
都
市
で
あ
る
那
須
町
、
葉
山
町
等

と
の
交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
２
万
６
千
円

グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
国
際
化
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
と
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

１
５
３
３
万
２
千
円

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

●
自
然
、
歴
史
、
文
化
資
源
に
新
た
な

価
値
を
加
え
、磨
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

本
市
の
魅
力
発
信
と
認
知
度
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

１
億
１
７
０
１
万
７
千
円

世
界
一
の
海
づ
く
り
事
業

●
海
水
浴
場
の
運
営
補
助
や
地
域
資

源
を
生
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ジ

オ
サ
イ
ト
の
情
報
発
信
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

６
０
３
６
万
６
千
円

商
工
業
振
興
事
業

●
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
た
地
域
活

性
化
事
業
の
充
実
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
生
活
の
支
援
・
消
費
喚
起
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

５
７
２
９
万
６
千
円

移
住
・
交
流
移
住
推
進
事
業

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
等
と
の
連
携
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
た
情
報
発
信
を
推
進
し
、
県
外
か

ら
の
移
住
者
や
関
係
人
口
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
９
万
４
千
円

み
な
と
ま
ち
ゾ
ー
ン
で
の
活
性
化
事
業

●
下
田
港
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

官
民
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
７
万
１
千
円

新
庁
舎
等
建
設
推
進
事
業

●
旧
稲
生
沢
中
学
校
校
舎
と
体
育
館
を

活
用
し
て
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
新
築
棟
を
建
設
す
る
こ
と

で
、
安
全
で
使
い
や
す
い
新
庁
舎
を
整

備
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

９
億
２
０
５
６
万
４
千
円

田
牛
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

●
津
波
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
田

牛
地
区
の
津
波
対
策
の
方
針
に
基
づ

き
、
海
岸
保
全
施
設
（
堤
防
・
水
門
・

陸
閘
）
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
７
万
１
千
円

消
防
施
設
等
整
備
事
業

●
消
防
団
本
部
に
資
器
材
車
両
を
購
入

し
、
消
火
活
動
等
に
備
え
た
整
備
体
制

を
整
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

１
３
８
８
万
４
千
円

母
子
保
健
相
談
指
導
事
業

●
妊
娠
期
か
ら
出
産
後
、
乳
幼
児
の
子

育
て
期
に
か
け
て
継
続
し
た
支
援
を
進

め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

１
７
２
０
万
８
千
円

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
に
対

し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
１
億
９
８
７
万
２
千
円

  

美
し
く
生
活
し
や
す
い
ま
ち

美
し
く
生
活
し
や
す
い
ま
ち

郷
土
へ
の
誇
り
と

郷
土
へ
の
誇
り
と

　
　
　
　

愛
着
を
育
む
ま
ち

　
　
　
　

愛
着
を
育
む
ま
ち

人
が
集
い
、
活
力
の
あ
る
ま
ち

人
が
集
い
、
活
力
の
あ
る
ま
ち

  
安
全
・
安
心
な
ま
ち

安
全
・
安
心
な
ま
ち

まちづくりのまちづくりの４４つの柱つの柱
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戸籍法の一部改正に伴い、戸籍証明書等の広域交付が令和６年３月１日から始まりました。

下田市が本籍地である方にのみ交付を行っていた戸籍謄本等に加え、他の市区町村の戸籍証明書等の請求も可能となります。

広域交付でできること
○どこでも戸籍（除籍）謄本が請求できる

本籍地が遠くにある方でも最寄りの市区町村窓口で戸

籍（除籍）謄本を請求できます。

○まとめて戸籍（除籍）謄本が請求できる

必要な戸籍（除籍）謄本の本籍地が全国各地にあっても、

1か所の市区町村窓口でまとめて請求できます。

※戸籍抄本（個人事項証明書）、附票、身分証明書、

独身証明書等については広域交付できません。本籍

地にご請求ください。
広域交付イメージ図

広域交付で請求できる戸籍証明書等と手数料

戸籍全部事項証明書（戸籍謄本） 450 円

除籍全部事項証明書、除籍謄本、改製原戸籍謄本 750 円

請求できる方
１．申請者ご本人又は配偶者

２．直系親族の方（祖父母、父母、子、孫など）

※市区町村窓口に直接ご来庁いただく必要があります。

※複数の本籍地の戸籍をさかのぼりで請求する場合などは、それぞ

れの本籍地への照会等が必要となることも予想され、即時に交付

できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

※直近で婚姻届、出生届や死亡届などの戸籍の届出をされていると、

事務処理を行っているため、請求できない場合があります。

※郵送や代理人（委任状に基づく代理人、第三者請求や職務上請求

など）による請求はできません。

請求できる範囲

本人確認
以下の公的な顔写真付き身分証明書が 1点必要です。

○運転免許証　○マイナンバーカード　○パスポート　○在留カード

※本人確認を厳格に行うため、健康保険証、年金手帳等を複数提示する方法での請求はできません。

注意事項
※請求できる方ご本人が、窓口で請求する必要があります（郵送や代理人などによる請求はできません）。

※公的な顔写真付きの身分証明書が必要です。

※戸籍抄本（個人事項証明書）、附票、身分証明書、独身証明書等は広域交付できません。

※電子化されていない一部の戸籍（除籍）謄本は請求できません。

※兄弟姉妹が筆頭者となっている戸籍（除籍）謄本は請求できません。

※システムメンテナンス期間中はご利用できません。

国民健康保険税国民健康保険税
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

戸籍証明書の広域交付が戸籍証明書の広域交付が
始まりました始まりました

問合せ先　市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５問合せ先　市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５

令和６ ・ ７年度後期高齢者医療の保険料率が改定されます
全ての世代で、負担能力に応じて医療保険制度を公平に支え合うことができるよう医療制度改革が行われました。

　・高齢者の保険料の伸びを現役世代の支援金の伸びに合わせる見直し

　・出産育児一時金の費用を後期高齢者制度としても支えていく仕組みの導入

　・低所得及び中間所得者層の負担軽減を図り所得層間の均衡を保つため、賦課限度額が引き上げられました。

なお、一部の被保険者には、激変緩和措置（※１※２）が講じられます。

※１ 令和５年の基礎控除後総所得金額等が58万円を超えない方は、令和６年度の所得割率が8.80％となります。

※２ 次の方は令和６年度の賦課限度額が 73 万円となります。

　　　・昭和 24 年３月 31 日以前に生まれた方

　　　・令和７年３月 31 日以前に障害認定を受け、被保険者の資格を有している方。ただし、昭和 24 年４月１日

　　　　から昭和 25 年３月 31 日までに生まれた方で 75 歳に達した後に、当該認定を受けた広域連合の区域内に

　　　　住所を有しなくなった方を除く。

令和６年度の国民健康保険税について

令和４・５年度 令和６・７年度

所得割率 8.29％ 9.49％（※１）

均等割額 42,500 円 47,000 円

賦課限度額 66 万円 80 万円（※２）

○年間保険料の計算方法（①＋②の合計）

　①所得割額：（前年の総所得金額等－基礎控除額

　　43 万円）× 9.49％（※１）

　②均等割額：47,000 円 ｣（100 円未満切り捨て）

●令和６・７年度の保険料率等

●均等割額の軽減対象が拡大されます

区分 令和５年度 令和６年度

７割軽減 43 万円＋（※）× 10 万円 43 万円＋（※）× 10 万円

５割軽減
43 万円 +( ※ ) × 10 万円 +29 万円

×被保険者数

43 万円＋（※）× 10 万円＋ 29 万円５千円

×被保険者数

２割軽減
43 万円 +（※）× 10 万円＋ 53 万５千円

×被保険者数

43 万円＋（※）× 10 万円＋ 54 万５千円

×被保険者数

　国保制度における受益と支出のバランスを踏まえた段階的な税率改定により、持続的に国保事業を運営していく

ため、令和６年度から下記のとおり改定されます。被保険者の皆さまにはご理解とご協力をお願いいたします。

　国民健康保険税の納税通知書は７月中旬に郵送します。

区分
税率

課税対象

医療分（75 歳未満） 支援金分（75 歳未満）介護分（40歳以上65歳未満）

５年度 ６年度 ５年度 ６年度 ５年度 ６年度

所得割
前年中の総所得から基礎控
除 43 万円を差し引いた額

5.50％ 5.80％ 2.10％ 2.45％ 1.80％ 2.00％

均等割 被保険者１人につき 21,000 円 23,500 円 8,100 円 9,700 円 12,000 円 14,400 円

平等割 １世帯につき 15,000 円 15,400 円 5,800 円 6,400 円 - -

課税限度額
（上記の３つの合計額の上限）

65 万円 65 万円 22 万円 24 万円 17 万円 17 万円

※１ 国保税は、医療分、支援金分（後期高齢者支援金分）、介護分（介護納付金分）の３つの区分で構成され、それ

     ぞれに所得割、均等割、平等割（介護分を除く）があります。これらの合計額が国保税 (年額 )となります。

※２ 世帯主及び国保加入者全員の所得の合計が一定規準以下の世帯については、国保税の均等割額と平等割額を減

     額する軽減措置があり、令和６年度から軽減対象が拡大されます。

※一定の給与所得と公的年金所得を有する方の人数 -１
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今
か
ら

今
か
ら
3030
年
程
前
、「
学
校
へ

年
程
前
、「
学
校
へ

行
こ
う
！
」
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ

行
こ
う
！
」
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
が
あ
っ
た
。
普
通
の
生
徒
た

番
組
が
あ
っ
た
。
普
通
の
生
徒
た

ち
が
出
演
し
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

ち
が
出
演
し
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
の
Ｖ
６
が
盛
り
上
げ
る
。
観
て

プ
の
Ｖ
６
が
盛
り
上
げ
る
。
観
て

い
る
と
、「
学
校
っ
て
楽
し
い
と

い
る
と
、「
学
校
っ
て
楽
し
い
と

こ
ろ
だ
な
あ
」
と
思
う
く
ら
い
面

こ
ろ
だ
な
あ
」
と
思
う
く
ら
い
面

白
く
て
、
私
は
大
好
き
だ
っ
た
。

白
く
て
、
私
は
大
好
き
だ
っ
た
。

　

特
に
人
気
だ
っ
た
の
が
「
未
成

　

特
に
人
気
だ
っ
た
の
が
「
未
成

年
の
主
張
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、

年
の
主
張
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、

中
学
生
が
校
舎
の
屋
上
か
ら
自
分

中
学
生
が
校
舎
の
屋
上
か
ら
自
分

の
思
い
を
叫
ぶ
。
そ
れ
を
下
の
グ

の
思
い
を
叫
ぶ
。
そ
れ
を
下
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん

ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん

の
生
徒
や
教
師
が
聞
い
て
大
ウ
ケ

の
生
徒
や
教
師
が
聞
い
て
大
ウ
ケ

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

個
性
的
な
生
徒
が
次
々
に
登
場

　

個
性
的
な
生
徒
が
次
々
に
登
場

し
て
は
自
分
の
主
張
を
大
き
な
声

し
て
は
自
分
の
主
張
を
大
き
な
声

で
叫
ぶ
。
最
後
の
方
の
子
の
主
張

で
叫
ぶ
。
最
後
の
方
の
子
の
主
張

は
た
い
て
い
恋
の
告
白
で
、
そ
こ

は
た
い
て
い
恋
の
告
白
で
、
そ
こ

に
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
名
曲
「
青

に
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
名
曲
「
青

春
の
輝
き
」
の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

春
の
輝
き
」
の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

が
流
れ
て
、
私
な
ど
は
つ
い
涙
ぐ

が
流
れ
て
、
私
な
ど
は
つ
い
涙
ぐ

ん
だ
り
し
た
の
だ
っ
た
。

ん
だ
り
し
た
の
だ
っ
た
。

　

当
時
、
不
登
校
と
か
学
級
崩
壊

　

当
時
、
不
登
校
と
か
学
級
崩
壊

な
ど
学
校
の
存
在
意
義
が
揺
ら
い

な
ど
学
校
の
存
在
意
義
が
揺
ら
い

で
い
て
、
そ
れ
へ
の
テ
レ
ビ
局
な

で
い
て
、
そ
れ
へ
の
テ
レ
ビ
局
な

り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
の
か
な
と
い

り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
の
か
な
と
い

う
風
に
思
っ
て
い
た
気
が
す
る

う
風
に
思
っ
て
い
た
気
が
す
る

（
勘
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
）。

（
勘
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
）。

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　

「
ま
ち
へ
行
こ
う
！
」　

３/ ３ 10 人で勝ち取った優勝旗

　第19回下田市長杯兼第10回しずぎんカップ・スポー

ツ少年団軟式野球下田支部大会において、団員10人の

下田東ジュニアが優勝旗を手にしました。東ジュニア

の皆さん、本当におめでとうございます！

３月の
できごと

　２日　 下田わくわくパークこれば！
　　10 日　 津波避難訓練
　　18 日　 卒園式 （下田認定こども園）　　

       19 日　　卒業式 （市内小中学校）

　   　 　21 日　  地域おこし協力隊年間活動報告会

　   　　　　　　　　25 日　　卒園式 （稲生沢こども園 ・ 下田保育所）

３/12 いざというときの備え　

　賀茂地域６市町と下田警察署、賀茂地域局との間で、

平時における遺体収容所設置運営に関する連携体制の

構築や情報共有のため、「賀茂地域における遺体収容

所の設置及び運営に関する覚書」を締結しました。

３/16 下田開港170周年記念　特別講演　
　下田市民文化会館において、歴史作家で多摩大学

客員教授の「河合敦」氏を講師に、下田の開港 170

年の史実を学ぶ講演会「なぜ下田が選ばれたのか」

を開催しました。

３/14 ドローンを活用した物資輸送の試験飛行

　稲梓の箕作地区から須原地区において、ドローンの試

験飛行が行われました。災害時における、道路や河川の

状況把握、土砂崩れや倒木等によって孤立した集落への

物資輸送について、今後も検討していきます。

３/21 地域おこし協力隊活動報告会

　中心市街地活性化、里山づくり、アウトドアス

ポーツ振興、移住・定住促進など、市のために様々

な活動を行っている地域おこし協力隊４名の隊員か

ら活動報告が行われました。

３/17 第２回下田マラソン開催！

　まどが浜海遊公園にて第２回しもだマラソンが行わ

れ、100名を超える選手のエントリーがありました。

マラソンの終了後にはゼッケン番号で抽選を行い景品

が当たる抽選会も行われました。
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さ
て
、

　

さ
て
、
翻翻

ひ
る
が
え

ひ
る
が
え

っ
て
、
今
の
日
本
社

っ
て
、
今
の
日
本
社

会
を
見
る
と
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と

会
を
見
る
と
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と

か
密
を
避
け
る
な
ど
と
い
っ
た
コ

か
密
を
避
け
る
な
ど
と
い
っ
た
コ

ロ
ナ
の
生
活
習
慣
が
身
体
に
沁
み

ロ
ナ
の
生
活
習
慣
が
身
体
に
沁
み

つ
い
て
し
ま
い
、
仲
間
達
と
飲
み

つ
い
て
し
ま
い
、
仲
間
達
と
飲
み

歩
い
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た

歩
い
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た

り
、
と
い
う
機
会
が
相
当
少
な
く

り
、
と
い
う
機
会
が
相
当
少
な
く

な
っ
て
、
都
市
部
で
も
歓
楽
街
は

な
っ
て
、
都
市
部
で
も
歓
楽
街
は

寂
し
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
こ

寂
し
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
こ

の
こ
と
は
下
田
で
も
同
様
で
、
事

の
こ
と
は
下
田
で
も
同
様
で
、
事

は
相
当
深
刻
だ
と
感
じ
る
。

は
相
当
深
刻
だ
と
感
じ
る
。

　

下
田
市
は
、
人
口
が
少
な
い（
し

　

下
田
市
は
、
人
口
が
少
な
い（
し

か
も
高
齢
者
が
多
い
）
割
に
は
個

か
も
高
齢
者
が
多
い
）
割
に
は
個

店
や
飲
食
店
が
多
い
の
が
特
徴
な

店
や
飲
食
店
が
多
い
の
が
特
徴
な

の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
店
舗
の
存
在

の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
店
舗
の
存
在

は
こ
の
ま
ち
の
魅
力
で
も
あ
り
、

は
こ
の
ま
ち
の
魅
力
で
も
あ
り
、

観
光
の
一
翼
を
支
え
て
く
れ
て
い

観
光
の
一
翼
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
街
の
灯
を
絶
や
さ

る
。
こ
う
し
た
街
の
灯
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
も
私
た
ち
は
、
今
、

な
い
た
め
に
も
私
た
ち
は
、
今
、

積
極
的
に
ま
ち
に
出
て
、
い
ろ
い

積
極
的
に
ま
ち
に
出
て
、
い
ろ
い

ろ
な
楽
し
み
方
を
試
し
て
み
て
は

ろ
な
楽
し
み
方
を
試
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
、
と
思
う
の
だ
。

ど
う
だ
ろ
う
、
と
思
う
の
だ
。

　

下
田
が
元
気
で
楽
し
い
ま
ち
と

　

下
田
が
元
気
で
楽
し
い
ま
ち
と

し
て
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
市
民

し
て
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
市
民

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
「
ま
ち
へ
行
こ

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
「
ま
ち
へ
行
こ

う
！
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
声
を
大

う
！
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
声
を
大

に
し
て
お
願
い
し
た
い
。
新
し
く
市

に
し
て
お
願
い
し
た
い
。
新
し
く
市

役
所
と
な
る
元
中
学
校
の
屋
上
か
ら

役
所
と
な
る
元
中
学
校
の
屋
上
か
ら

私
も
叫
ん
で
み
よ
う
か
な
（
笑
）。

私
も
叫
ん
で
み
よ
う
か
な
（
笑
）。

問合せ先 地域子育て支援センター　☎㉗２２００

誕 生 会

２日(木)　こどもの日の会

８日(水)　敷根公園で遊ぼう　９：30～11：00

10日(金)　わくわくタイム　＊午後閉館(清掃・消毒)

13日(月)　体育館で遊ぼう　９：30～11：00

　　　　　場所：市民スポーツセンター　(サンワーク)

18日(土)　開館日

20日(月)　笑いヨガ　講師：黒澤香恵子先生　10:30～

22日(水)　誕生会　10：30～

24日(金)　おでかけ広場（海遊公園）　９：45～11：00

　　　　　＊午後閉館(清掃・消毒)

27日(月)　発育測定・育児相談　９：00～11：00

　　　　　保健師・栄養士来所

29日(水)　赤ちゃんとパパママのふれあいタイム

　　　　　　　　　講師：佐々木かおり先生　14:00～

31日(金)　図書館出前講座　10：30～

　やわらかな日差しと暖かな風につつまれて新年

度がスタートしました。

　子育て支援センターは、親子で自由に交流でき

る場や子育てに関する相談、情報の提供などを

行っています。また第一・第三土曜日の開館を行っ

ています。

　お子さんの健やかな成長を保護者の方とともに願

い、安心して子育てができるよう活動を進めていき

たいと思います。たくさんのお友達との出会いを楽

しみにしています。お気軽にお越しください。

お 雛 様 製 作 図 書 館 読 み 聞 か せ フ ロ ア ー の 様 子
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４
月
第
４
金
曜
日
夜
間
と
土
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

４
月
26
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

４
月
27
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　

身
体
、
精
神
、
知
的
の
障
害
又

は
戦
傷
病
の
た
め
、
歩
行
が
困
難

で
あ
る
方
の
通
院
、
通
学
又
は
生

業
を
専
用
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動

車
（
原
付
等
２
輪
車
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
基
準
の
も
と
に

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

○
減
免
申
請
の
期
間
は
、
納
税
通

知
書
が
届
い
た
日
か
ら
令
和
６

年
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
等
の
対
象

①
所
有
者
が
減
免
を
受
け
る
本
人

名
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と

※
４
月
１
日
時
点
で
、
自
動
車
検

査
証
の
所
有
者
欄
が
原
則
本
人

名
義
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
障
害
者
で
あ
る
本
人
が

運
転
す
る
場
合
と
、
生
計
同
一

者
又
は
常
時
介
護
者
が
運
転

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

  

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

  

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
等
の

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
等
の

　
　
　
　

　
　
　
　

  

減
免
申
請
に
つ
い
て

減
免
申
請
に
つ
い
て

４月の納税
納期：４月30日（火）

固定資産税 １期

※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

　

市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
対

象
と
し
て
、
復
興
方
針
及
び
復
旧
に

係
る
業
務
・
手
順
・
体
制
を
と
り

ま
と
め
、
発
災
後
の
速
や
か
な
復

興
を
行
う
た
め
の
事
前
準
備
を
目

的
と
し
て
、「
下
田
市
事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
の
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容

・ 

下
田
市
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
案
）

意
見
書
の
提
出
期
限

４
月
12
日
（
金
）
～
５
月
13
日（
月
）

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

意
見
を
提
出
で
き
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
市
内
に
通
勤
又
は
通
学
す
る
方

・
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
方

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

対
象
と
な
る
事
案
に
つ
い
て
利

害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
及
び
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
提
出
（
様
式
は
自
由
）。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
書
）

す
る
場
合
で
、
対
象
と
な
る
障

害
の
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

※
本
人
が
社
会
福
祉
施
設
や
病
院

に
入
所
（
院
）
し
、
軽
自
動
車

を
運
転
す
る
方
と
生
計
を
一
に

し
て
い
な
い
場
合
に
は
減
免
で

き
ま
せ
ん
。

②
障
害
の
あ
る
方
１
人
に
つ
き
１

台
の
み
減
免
で
き
ま
す
。

③
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
等

級
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
直
接
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
税

通
知
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
自
動
車
検
査
証

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

・
減
免
を
申
請
す
る
方
（
納
税
義

務
者
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
又
は

通
知
カ
ー
ド

・
委
任
状（
同
居
親
族
以
外
の
場
合
）

問
合
せ
先

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）　

税
務
課
市
民
税
係

　
　

 

（
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

軽
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
）

沼
津
財
務
事
務
所

自
動
車
税
分
室
（
沼
津
市
大
塚
）　

 

☎
０
５
５-

９
６
８-

３
１
７
１

提
出
用
紙

※
住
所
及
び
氏
名
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

郵
送　

〒
４
１
５
‐
８
５
０
１

下
田
市
東
本
郷
一
丁
目
５
番
18
号

Ｆ
Ａ
Ｘ　

FAX
㉒
３
９
１
０

電
子
メ
ー
ル

　

bousai@city.shimoda.lg.jp

公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、防
災
安
全
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

そ
の
他

　

個
々
に
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

宛
先
・
問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係

　
　

 

（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

（広告）

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

部
下
で
き
て
カ
ー
ス
ト
上
が
った
今
年
か
ら

部
下
で
き
て
カ
ー
ス
ト
上
が
った
今
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
生
や
ざ
わ
）

（
日
生
や
ざ
わ
）

黒
髪
の
溢
る
る
パ
ワ
ー
我
に
満
つ

黒
髪
の
溢
る
る
パ
ワ
ー
我
に
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
す
ー
さ
ん
）

（
す
ー
さ
ん
）

土
産
物
ネ
ッ
ト
で
買
え
な
い
品
探
し

土
産
物
ネ
ッ
ト
で
買
え
な
い
品
探
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　
（
川
島
彩
花
）

（
川
島
彩
花
）

家
事
で
き
る
幸
せ
思
う
八
十
路
す
ぎ

家
事
で
き
る
幸
せ
思
う
八
十
路
す
ぎ

（
シ
ー
ホ
ー
ク
）

（
シ
ー
ホ
ー
ク
）

医
者
い
ら
ず
母
は
毎
日
朝
散
歩

医
者
い
ら
ず
母
は
毎
日
朝
散
歩

（
オ
ー
）

（
オ
ー
）

ン
戦
争
で
の
清
国
の
敗
北
を
知

り
、
危
機
感
を
募
ら
せ
た
幕
府
は

１
８
４
２
年
（
当
初
の
計
画
か
ら

35
年
後
）
に
州
佐
里
崎
と
狼
煙
崎

に
御
台
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

幕
府
の
政
策
自
体
は
確
か
に
右

往
左
往
し
て
い
た
の
か
、
設
置
か

ら
１
年
余
で
御
台
場
は
廃
止
さ

れ
、役
目
は
急
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
10
年
後
に
下
田
が
開
港
地

に
な
ろ
う
と
は
、
そ
の
と
き
誰
も

思
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

ペ
リ
ー
来
航
の
60
年
も
前
か
ら

鎖
国
か
開
国
か
で
日
本
が
既
に
揺

れ
て
お
り
、
一
定
層
の
人
々
の
間

に
は
外
国
の
存
在
が
念
頭
に
あ
っ

た
の
で
す
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

　

突
然
現
れ
た
黒
船
に
人
々
が
右

往
左
往
す
る
様
子
を
表
現
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
て
し
ま
い
、
黒
船
が
唐
突
に

出
現
し
た
と
考
え
て
し
ま
う
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

１
７
９
３
年
、
と
き
の
老
中
、

松
平
定
信
（
寛
政
の
改
革
で
有
名
）

は
外
国
船
か
ら
の
海
防
の
た
め
、

伊
豆
を
見
分
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
外
国
船
の
往
来
は
ペ

リ
ー
来
航
の
か
な
り
前
か
ら
幕
府

に
と
っ
て
大
き
な
懸
案
で
し
た
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
の
開
国
要
求
を
受

け
、
交
渉
を
進
め
る
中
、
幕
府
は

海
防
の
必
要
性
を
感
じ
始
め
て
い

ま
し
た
。

　

松
平
定
信
の
見
分
後
、
１
８
０
７

年
に
幕
府
の
役
人
が
下
田
を
巡
視

し
、
州
佐
里
崎
（
須
崎
）
へ
の
御

台
場
建
造
が
決
定
し
ま
す
。

　

財
政
難
に
よ
っ
て
建
設
は
一
度

中
止
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ア
ヘ

　

１
８
５
３
年
６
月
に
ペ
リ
ー
提

督
率
い
る
黒
船
艦
隊
が
浦
賀
に
現

れ
た
際
、
多
く
の
人
々
が
久
里
浜

で
国
書
を
受
け
取
る
様
子
を
見
物

し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
に
、
吉
田
松
陰
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
24
歳
。

今
よ
り
も
圧
倒
的
に
情
報
ツ
ー
ル

の
少
な
い
江
戸
時
代
、
下
級
武
士

の
吉
田
松
陰
で
も
黒
船
来
航
の
情

報
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
松
陰
が
大
変
な
勉

強
家
で
あ
り
、
日
本
中
を
歩
き
、

知
見
を
広
げ
て
い
た
こ
と
を
差
し

引
い
て
も
、
幕
府
の
上
層
部
だ
け

が
知
り
え
る
も
の
、
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
泰
平
の
眠
り
を
さ
ま
す

じ
ょ
う
き
せ
ん　

た
っ
た
四
は
い

で
夜
も
眠
れ
ず
」

　

こ
れ
は
、
黒
船
来
航
時
に
詠
ま

れ
た
と
い
わ
れ
る
狂
歌
で
、
と
て

も
有
名
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
の
6060
年
前
年
前

寝
耳
に
水
の
黒
船
来
航
？

寝
耳
に
水
の
黒
船
来
航
？

州佐里崎御台場図（下田開国博物館蔵）

　
「
下
田
市
事
前
復
興

　
「
下
田
市
事
前
復
興

　
　

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）」

　
　

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）」

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て



柿　

崎　

藤
原　

忠
助　

21　

78

白　

浜　

原　

と
ら
江　

14　

95

　

〃　
　

鈴
木　

重
治　

18　

88

３
月
届

河　

内　

新
井　

幹
雄　

６　

96

　

〃　
　

土
屋　

弘
樹　

５　

76

蓮
台
寺　

村
山　

英
夫　

2/28　

84

大　

沢　

里
見　

幸
江　

2/28　

101

　

中　
　

白
井　

俊
一　

５　

95

東　

中　

土
屋　

恵
子　

４　

52

吉
佐
美　

髙
崎　

ヨ
シ　

４　

96

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

広報しもだ 2024. ４月号 - 14 -

　成人向け　書名 著者名 出版社

しをかくうま 九段　理江 文藝春秋

夏空　東京湾臨海署安積班 今野　敏 角川春樹事務所

クリエイター六法 田島　佑規 翔泳社

伊豆文学散歩 勝呂　奏 長倉書店

沼津・三島・富士カフェ時間

こだわりのお店案内
ふじのくに倶楽部

メイツユニバー
サルコンテンツ

児童向け　書名 著者名 出版社

へんしんヒーロー あきやま　ただし 金の星社

レストランのおばけずかん　ハイ！ 斉藤　洋 /作 講談社

うさぎになった日 村中　李衣 /文 世界文化社

鳥がおしえてくれること 鈴木　まもる あすなろ書房

リーゼ・マイトナー　核分裂

を発見した女性科学者
マリッサ・モス /著 岩波書店

- 15 - 広報しもだ 2024. ４月号

今月のミニミニあーとぎゃらりー ３月のミニミニあーとぎゃらりー

図書館ニュース

下田開港 170 周年記念～吉田松陰～　

『今こそ名著　講孟余話・留魂録　逆境に負けない生き方』

吉田松陰 /著　道添進 /編訳　日本能卒協会マネジメントセンター

　吉田松陰著「講孟余話」と「留魂録」を現代語訳で収録した１冊です。「講孟余話」は、投獄中に囚人

たちへ行った「孟子」の講義をまとめた書、「留魂録」は、処刑前に松下村塾の門弟のために残した遺書です。

　投獄の身にありながら学びと教えを諦めず、逆境を自身の成長の場にし、その後松下村塾

を開き多くの偉人が輩出されました。この本は彼が何を学び考えていたか、教育者としての

松陰が感じられるものです。ぜひ読んでみてください。

今月の特集
　本屋大賞　＆　こどもの読書週間特集

第21回目となる「本屋大賞」の大賞作品・ノミネート作品の展示と、４月23日～５月 12日の「こ

どもの読書週間」に合わせ、児童書やヤングアダルト向けのおすすめ本を展示しています。

富田利子さん
私の好きな絵本

－あなたはどの絵本が好きですか？－

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

２
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

六
丁
目　

結
城　

聡そ

う

ま真　

将
太

立　

野　

牧
島　

梨り

の乃　

裕
樹

３
月
届

吉
佐
美　

上
村　

紬つ

む

ぎ稀　

隆
広

２
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

四
丁
目　

山
岸　

金
雄　

28　

94

西
本
郷　

石
井
は
つ
え　

14　

101

　

〃　
　

臼
井
ふ
よ
子　

16　

85

高　

馬　

大
戸　

祐
一　

16　

69

大　

沢　

渡
邉　

健
一　

27　

92

立　

野　

村
山　

博
敏　

11　

74

西　

中　

石
井　

直
樹　

22　

79

須　

原　

加
藤　

正
己　

17　

68

吉
佐
美　

石
井　

武
昭　

17　

74

　

〃　
　

進
士　

久
子　

17　

89

大
賀
茂　

佐
藤　

敏
郎　

23　

76

　

〃　
　

加
藤　

 

勝　

 

17　

79

人のうごき
    住民登録人口 ３月１日 増減

男　   ９，５２２　　　　－１４

女 　１０，１２７　　　　　－７

計 　１９，６４９　　　　－２１ 

  　　世帯数　  １０，４３６

　　　出　生  　８　　 転　入　　５８

　　　死　亡  ４４　　 転　出　　４３

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

図書館ダンボールアート

～森は生きている～

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
格

で
す
が
、
臨
床
発
達
心
理
士
と
は
、

発
達
心
理
学
を
基
礎
と
し
た
『
人

の
健
や
か
な
育
ち
』
を
支
援
す
る

専
門
家
で
す
。
私
は
大
学
院
で
子

ど
も
の
言
語
発
達
に
つ
い
て
研
究

し
、
こ
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
は
小
児
科
で
幼
児
～
中
学
生

の
心
や
身
体
、
こ
と
ば
の
発
達
の

相
談
、
知
能
検
査
や
発
達
検
査
の

実
施
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
心
身

の
発
達
を
促
す
療
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
訪
れ
る
子
ど
も
は
、
こ
と

ば
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発

達
が
ゆ
っ
く
り
な
子
、
落
ち
着
き

の
な
い
子
、
興
味
に
偏
り
の
あ
る

子
、
勉
強
で
つ
ま
づ
き
の
あ
る

子
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し

ま
っ
た
子
、
家
庭
や
学
校
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
子
な
ど
様
々
で

す
。
と
き
に
は
一
緒
に
悩
ん
だ
り

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
「
来
院
す

る
ま
で
悩
ん
だ
け
れ
ど
相
談
し
て

良
か
っ
た
」「
も
っ
と
早
く
相
談
す

れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
涙
を
流
す
保

護
者
や
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来

た
い
」
と
言
う
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
児
科
田
中
医
師
に
受
診
後
、

必
要
に
応
じ
て
面
談
し
、
さ
ら
に

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
や
田
中
ビ
ネ
ー
な
ど
の

知
能
検
査
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
や
注
意
欠
陥
多
動

性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
や
質
問
紙
検
査
、
学

習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
の
読
み
書
き
テ

ス
ト
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
本

人
や
保
護
者
に
お
伝
え
し
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
園
や
学
校
と
結
果

を
共
有
す
る
と
と
も
に
現
場
で
の

対
応
の
仕
方
等
を
助
言
し
フ
ォ

ロ
ー
い
た
し
ま
す
。
賀
茂
地
区
の

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
医
師

ら
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
よ
り
よ
い

支
援
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

臨
床
発
達
心
理
士
の
お
仕
事

臨
床
発
達
心
理
士　

中
野　

亜
子

５月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

５月８日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

市民相談 10：00～15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

５月９日
（木） 年金相談 11：00～16：00

市役所（河内）
多目的室

５月 14 日
（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
４月生

８：50～９：50
市役所（河内）

多目的室２歳６か月
児健康相談

Ｒ３年
10 月生

５月22日
（水）

市民相談
どなたでも
（要予約）

10：00～15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

５月28日
（火）

事故相談 13：00～15：30
市役所（河内）
会議室１-Ａ

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

事故相談：防災安全課消防安全係（窓口⑩）☎㊱４１４５

乳幼児健康診査
相談日 内容 対象 時間 場所

５月30日
（木）

３歳児健診
Ｒ３年３月１日～
Ｒ３年４月 30 日生

12：50
～14：00

市役所（河内）
多目的室

水道当番工事店　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

４月６日（土） 須原設備 28-1161

４月７日（日） 杉本設備工業㈱ 22-3040

４月 13 日（土） ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

４月 14 日（日） 土屋設備 22-6506

４月 20 日（土） ㈱外岡組 22-1769
22-1250

４月 21 日（日） 斉藤住設 22-7245

４月 27 日（土） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

４月 28 日（日） ヤマト設備工業㈱ 23-3570

４月 29 日（月・祝）須原設備 28-1161

５月３日（金・祝） 杉本設備工業㈱ 22-3040

５月４日（土） ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

５月５日（日） 土屋設備 22-6506

５月６日（月・祝） ㈱外岡組 22-1769
22-1250

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）
　（子育て中の保護者、子ども同士の交流の場）
　日時　５月 16 日（木）10：00 ～ 12：00
　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。
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市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５
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みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 旧岡方村にお住いの

 　梶原　渓介さん・菜々子さんの

    長 女　彩
さ あ や

朱　ちゃん （０歳６か月）

笑顔が素敵なさあやちゃん♪
これからも沢山笑って、みんなを
癒してね♡

～公共交通利用促進キャンペーン～～公共交通利用促進キャンペーン～

　私たちの生活に欠かすことができない、鉄道、バス、タクシーなどの公共交通。

　しかし、クルマ中心の生活の広まりと人口減少により、利用者は年々減少。

　さらに、新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛等の影響、人件費や燃料費の高騰により、

苦しい状況が続いています。

　そのような状況下において、公共交通を社会資本として捉え、地域で育てる持続可能な公共交通

サービスを実現するため、今回、公共交通利用促進券を配布します。

　この機会に是非身近な公共交通を、普段の外出やお出かけにご利用ください。

観光で来たけど、不便だなぁ

免許返納したら、買い物の足がない

もしも公共交通が無くなってしまったら・・・？

※右の券を切り取って運転手にお渡しください。

※下田市内発着に限り利用できます。

※利用にあたっておつりは支払われません。　

※本券をコピーしての利用はできません。

※定期券・回数券の購入には利用できません。

路線バス路線バス

タクシータクシー

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９
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